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(57)【要約】
【課題】均一な輝度の映像を表示できるようにする。
【解決手段】有機発光ダイオードＯＬＥＤと、第１電源
ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して
第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御する第２トラ
ンジスタＭ２と、第２トランジスタＭ２のゲート電極と
バイアス電源との間に接続され、リセット線Ｒｎにリセ
ット信号が供給されたときターンオンされる第３トラン
ジスタＭ３とを備え、第３トランジスタＭ３は、第２ト
ランジスタＭ２のゲート電極にバイアス電源Ｖｂｉａｓ
の電圧が５６０μｓ以上の時間印加されるように、ター
ンオン時点が設定される。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機発光ダイオードと、
　第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御する第
２トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とバイアス電源との間に接続され、リセット線にリ
セット信号が供給されたときターンオンされる第３トランジスタとを備え、
　前記第３トランジスタは、前記第２トランジスタのゲート電極に前記バイアス電源の電
圧が５６０μｓ以上の時間印加されるように、前記リセット信号によりターンオン時点が
設定されることを特徴とする画素。
【請求項２】
　前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に接続され、走査線に走査信号が
供給されたときターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、発光制
御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャ
パシタとをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項３】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
より低い電圧に設定されることを特徴とする請求項１または２に記載の画素。
【請求項４】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
と等しいかそれより高い電圧に設定されることを特徴とする請求項１または２に記載の画
素。
【請求項５】
　前記第２トランジスタの第１電極とデータ線との間に接続され、第ｉ（ｉは自然数）走
査線に走査信号が供給されたときターンオンされる第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、第ｉ発
光制御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、前記第ｉ走査線に走
査信号が供給されたときターンオンされる第５トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され、前記第４トランジ
スタがターンオフされた後にターンオフされる第６トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャ
パシタとをさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の画素。
【請求項６】
　前記第６トランジスタは、第ｉ＋１発光制御線に発光制御信号が供給されたときターン
オフされることを特徴とする請求項５に記載の画素。
【請求項７】
　前記第６トランジスタは、第１トランジスタと交互にターンオン及びターンオフされる
ことを特徴とする請求項５または６に記載の画素。
【請求項８】
　前記第６トランジスタのゲート電極は、第ｉ反転走査線に反転走査信号が供給されたと
きターンオフされ、それ以外の場合にターンオンされることを特徴とする請求項７に記載
の画素。
【請求項９】
　前記バイアス電源は、前記データ線から供給されるデータ信号より低い電圧に設定され
ることを特徴とする請求項５から８のいずれかに記載の画素。
【請求項１０】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
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と等しいかそれより高い電圧に設定されることを特徴とする請求項５から９のいずれかに
記載の画素。
【請求項１１】
　前記第２トランジスタのゲート電極と、前記データ線から供給されるデータ信号より低
い電圧に設定される第２バイアス電源との間に接続され、第ｉ－１走査線に走査信号が供
給されたときターンオンされる第７トランジスタをさらに備えることを特徴とする請求項
１０に記載の画素。
【請求項１２】
　走査線に走査信号を供給し、発光制御線に発光制御信号を供給するための走査駆動部と
、
　前記走査信号に同期するように、データ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部
と、
　リセット線にリセット信号を供給するためのリセット駆動部と、
　前記走査線及びデータ線に接続されるように位置する画素と、を備え、
　ｉ（ｉは自然数）番目の水平ラインに位置する画素の各々は、
　有機発光ダイオードと、
　第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御する第
２トランジスタと、
　前記データ線に第１電極が接続され、第ｉ走査線に走査信号が供給されたときターンオ
ンされる第１トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極とバイアス電源との間に接続され、第ｉリセット線
にリセット信号が供給されたときターンオンされる第３トランジスタとを備えることを特
徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記走査駆動部は、前記第ｉリセット線に前記リセット信号が供給された後、少なくと
も５６０μｓの後に前記第ｉ走査線に走査信号を供給することを特徴とする請求項１２に
記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記走査駆動部は、前記第ｉリセット線に供給されるリセット信号及び前記第ｉ走査線
に供給される走査信号と重畳するように、第ｉ発光制御線に発光制御信号を供給すること
を特徴とする請求項１３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１５】
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャ
パシタと、
　前記第２トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第ｉ発光制御
線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタとをさらに備え、
　前記第１トランジスタの第２電極は前記第２トランジスタのゲート電極に接続されるこ
とを特徴とする請求項１４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
より低い電圧に設定されることを特徴とする請求項１２から１５のいずれかに記載の有機
電界発光表示装置。
【請求項１７】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
と等しいかそれより高い電圧に設定されることを特徴とする請求項１２から１６のいずれ
かに記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１８】
　自身の第２電極が前記第２トランジスタの第１電極に接続される前記第１トランジスタ
と、
　前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第
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ｉ発光制御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、前記第ｉ走査線に走
査信号が供給されたときターンオンされる第５トランジスタと、
　前記第２トランジスタの第１電極と前記第１電源との間に接続され、前記第４トランジ
スタがターンオフされた後にターンオフされる第６トランジスタと、
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャ
パシタとをさらに備えることを特徴とする請求項１４から１７のいずれかに記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項１９】
　前記第６トランジスタは、第ｉ＋１発光制御線に発光制御信号が供給されたときターン
オフされることを特徴とする請求項１８に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２０】
　前記第６トランジスタは、第１トランジスタと交互にターンオン及びターンオフされる
ことを特徴とする請求項１８または１９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２１】
　前記バイアス電源は、前記データ線から供給されるデータ信号より低い電圧に設定され
ることを特徴とする請求項１８から２０のいずれかに記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２２】
　前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧
と等しいかそれより高い電圧に設定されることを特徴とする請求項１８に記載の有機電界
発光表示装置。
【請求項２３】
　前記第２トランジスタのゲート電極と、前記データ線から供給されるデータ信号より低
い電圧に設定される第２バイアス電源との間に接続され、第ｉ－１走査線に走査信号が供
給されたときターンオンされる第７トランジスタをさらに備えることを特徴とする請求項
２２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２４】
　前記リセット信号の幅は、前記走査信号の幅と等しいかそれより広く設定されることを
特徴とする請求項１２から２３のいずれかに記載の有機電界発光表示装置。
【請求項２５】
　駆動トランジスタのゲート電極にバイアス電圧を印加するステップと、
　データ信号を供給し、ストレージキャパシタにデータ信号に対応する電圧を充電するス
テップと、
　前記充電された電圧に対応して、前記駆動トランジスタから有機発光ダイオードに供給
される電流量を制御するステップと、を含み、
　前記バイアス電圧は、５６０μｓ以上の時間印加されることを特徴とする有機電界発光
表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　前記バイアス電圧は、前記駆動トランジスタにオンバイアス電圧が印加されるように設
定されることを特徴とする請求項２５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２７】
　前記バイアス電圧は、前記駆動トランジスタにオフバイアス電圧が印加されるように設
定されることを特徴とする請求項２５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画素、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、特に、均一な輝度の
映像を表示できるようにした画素、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　近年、陰極線管（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）の欠点である重量と体積を減ら
すことが可能な各種平板表示装置が開発されている。平板表示装置には、液晶表示装置（
Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、電界放出表示装置（Ｆｉｅｌｄ　Ｅ
ｍｉｓｓｉｏｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）、プラズマ表示パネル（Ｐｌａｓｍａ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ　Ｐａｎｅｌ）、及び有機電界発光表示装置（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔ
ｔｉｎｇ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｄｅｖｉｃｅ）などがある。
【０００３】
　平板表示装置のうち、有機電界発光表示装置は、電子と正孔との再結合により光を発生
する有機発光ダイオードを用いて映像を表示するものであり、これは、速い応答速度を有
し、かつ、低消費電力で駆動されるという利点がある。
【０００４】
　有機電界発光表示装置は、複数のデータ線、走査線、電源線の交差部にマトリクス形態
で配列される複数の画素を備える。画素は、通常、有機発光ダイオードと、有機発光ダイ
オードに流れる電流量を制御するための駆動トランジスタとを備える。このような画素は
、データ信号に対応して、駆動トランジスタから有機発光ダイオードに電流を供給しなが
ら、所定輝度の光を生成する。
【０００５】
　しかしながら、従来の画素では、図１に示すように、ブラック階調を実現した後、ホワ
イト階調を表現する場合、約２フレーム期間の間、所望の輝度よりも低輝度の光が生成さ
れる問題があった。この場合、画素の各々において、階調に対応して所望する輝度の映像
が表示されず、これは、輝度の均一性を低下させ、動画の画質を劣化させる主因として働
く。
【０００６】
　実験の結果、有機電界発光表示装置における応答特性の低下という問題は、画素に備え
られた駆動トランジスタの特性問題に起因する。つまり、前のフレーム期間に駆動トラン
ジスタに印加される電圧に対応して、駆動トランジスタの閾値電圧がシフトされ、このシ
フトされた閾値電圧のために、現フレームで所望する輝度の光を生成することができない
。したがって、駆動トランジスタの特性に関係なく所望する輝度の映像を表示できる方法
が要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】韓国特許出願公開第２００５－３８９０６号明細書
【特許文献２】韓国特許出願公開第２００７－３７１４７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明の目的は、均一な輝度の映像を表示できるようにした画素、有機電界発
光表示装置及びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の実施形態による画素は、有機発光ダイオードと、第１電源から前記有機発光ダ
イオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御する第２トランジスタと、前記第２ト
ランジスタのゲート電極とバイアス電源との間に接続され、リセット線にリセット信号が
供給されたときターンオンされる第３トランジスタとを備え、前記第３トランジスタは、
前記第２トランジスタのゲート電極に、前記バイアス電源の電圧が５６０μｓ以上の時間
印加されるように、ターンオン時点が設定される。
【００１０】
　好ましくは、前記第２トランジスタのゲート電極とデータ線との間に接続され、走査線
に走査信号が供給されたときターンオンされる第１トランジスタと、前記第２トランジス
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タの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、発光制御線に発光制御信号が
供給されたときターンオフされる第４トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電
極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャパシタとをさらに備える。前記バイ
アス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた電圧より低い電
圧に設定される。前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電
圧を減じた電圧と等しいかそれより高い電圧に設定される。
【００１１】
　本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線に走査信号を供給し、発光制
御線に発光制御信号を供給するための走査駆動部と、前記走査信号に同期するように、デ
ータ線にデータ信号を供給するためのデータ駆動部と、リセット線にリセット信号を供給
するためのリセット駆動部と、前記走査線及びデータ線に接続されるように位置する画素
とを備え、ｉ（ｉは自然数）番目の水平ラインに位置する画素の各々は、有機発光ダイオ
ードと、第１電源から前記有機発光ダイオードを経由して第２電源に流れる電流量を制御
する第２トランジスタと、前記データ線に第１電極が接続され、第ｉ走査線に走査信号が
供給されたときターンオンされる第１トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電
極とバイアス電源との間に接続され、第ｉリセット線にリセット信号が供給されたときタ
ーンオンされる第３トランジスタとを備える。
【００１２】
　好ましくは、前記走査駆動部は、前記第ｉリセット線に前記リセット信号が供給された
後、少なくとも５６０μｓの後に前記第ｉ走査線に走査信号を供給する。前記走査駆動部
は、前記第ｉリセット線に供給されるリセット信号及び前記第ｉ走査線に供給される走査
信号と重畳するように第ｉ発光制御線に発光制御信号を供給する。
【００１３】
　前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電源との間に接続されるストレージキャ
パシタと、前記第２トランジスタと前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記第ｉ
発光制御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタとをさら
に備え、前記第１トランジスタの第２電極は前記第２トランジスタのゲート電極に接続さ
れる。前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トランジスタの閾値電圧を減じた
電圧より低い電圧に設定される。前記バイアス電源は、前記第１電源から前記第２トラン
ジスタの閾値電圧を減じた電圧と等しいかそれより高い電圧に設定される。
【００１４】
　自身の第２電極が前記第２トランジスタの第１電極に接続される前記第１トランジスタ
と、前記第２トランジスタの第２電極と前記有機発光ダイオードとの間に接続され、前記
第ｉ発光制御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる第４トランジスタと、
前記第２トランジスタの第２電極とゲート電極との間に接続され、前記第ｉ走査線に走査
信号が供給されたときターンオンされる第５トランジスタと、前記第２トランジスタの第
１電極と前記第１電源との間に接続され、前記第４トランジスタがターンオフされた後に
ターンオフされる第６トランジスタと、前記第２トランジスタのゲート電極と前記第１電
源との間に接続されるストレージキャパシタとを備える。前記第６トランジスタは、第ｉ
＋１発光制御線に発光制御信号が供給されたときターンオフされる。前記第６トランジス
タは、第１トランジスタと交互にターンオン及びターンオフされる。前記リセット信号の
幅は、前記走査信号の幅と等しいかそれより広く設定される。
【００１５】
　本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の駆動方法は、駆動トランジスタのゲー
ト電極にバイアス電圧を印加するステップと、データ信号を供給し、ストレージキャパシ
タにデータ信号に対応する電圧を充電するステップと、前記充電された電圧に対応して、
前記駆動トランジスタから有機発光ダイオードに供給される電流量を制御するステップと
を含み、前記バイアス電圧は、５６０μｓ以上の時間印加される。
【００１６】
　好ましくは、前記バイアス電圧は、前記駆動トランジスタにオンバイアス電圧が印加さ
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れるように設定される。前記バイアス電圧は、前記駆動トランジスタにオフバイアス電圧
が印加されるように設定される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の画素を備える有機電界発光表示装置とその駆動方法によれば、画素の各々に備
えられた駆動トランジスタに一定時間バイアス電圧を印加する。このように駆動トランジ
スタにバイアス電圧が印加されると、輝度の光学的な応答特性が向上し、動画のディスプ
レイ時に動きぼけ（ｍｏｔｉｏｎ　ｂｌｕｒ）及びゴースト像（ｇｈｏｓｔ　ｉｍａｇｅ
）などを最小化することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】ブラック階調の後にホワイト階調を表現する場合の輝度を示すグラフである。
【図２】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【図３】本発明の第１実施形態による画素を示す図である。
【図４】図３における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図５】図４におけるリセット信号の供給時点に対応した輝度を示すグラフである。
【図６】本発明の第２実施形態による画素を示す図である。
【図７】図６における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図８】本発明の第３実施形態による画素を示す図である。
【図９】図８における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【図１０】本発明の第４実施形態による画素を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者が本発明を容易に実施で
きる程度に記載した、好ましい実施形態を、添付した図２～図１０を参照して詳細に説明
する。
【００２０】
　図２は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を示す図である。
【００２１】
　図２に示すように、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、走査線Ｓ１～Ｓ
ｎ、発光制御線Ｅ１～Ｅｎ、リセット線Ｒ１～Ｒｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位
置する画素１４０を具備する画素部１３０と、走査線Ｓ１～Ｓｎ及び発光制御線Ｅ１～Ｅ
ｎを駆動するための走査駆動部１１０と、リセット線Ｒ１～Ｒｎを駆動するためのリセッ
ト駆動部１６０と、データ線Ｄ１～Ｄｍを駆動するためのデータ駆動部１２０と、走査駆
動部１１０、データ駆動部１２０、及びリセット駆動部１６０を制御するためのタイミン
グ制御部１５０と、を備える。
【００２２】
　走査駆動部１１０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号を順次供給し、発光制御線Ｅ１～Ｅ
ｎに発光制御信号を順次供給する。走査線Ｓ１～Ｓｎに走査信号が順次供給されると、１
フレーム期間の間、水平ライン単位で画素１４０が順次選択される。発光制御線Ｅ１～Ｅ
ｎに発光制御信号が順次供給されると、水平ライン単位で画素１４０が非発光状態に設定
される。ここで、ｉ（ｉは自然数）番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号は、
ｉ番目の走査線Ｓｉに供給される走査信号と重畳するように供給される。
【００２３】
　詳細には、画素１４０は、１フレーム期間において、発光制御信号が供給されていない
期間に発光状態に設定され、発光制御信号が供給される期間に非発光状態に設定される。
ここで、非発光状態は、ブラックの階調を実現する期間であり、通常広く知られているよ
うに、１フレーム期間中の一部期間にブラックを表現すると、動きぼけが低減して画質が
向上する。一方、発光制御線Ｅ１～Ｅｎに供給される発光制御信号の幅は、パネルのイン
チ、解像度などを考慮して実験的に決定される。
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【００２４】
　データ駆動部１２０は、走査線Ｓ１～Ｓｎに供給される走査信号に同期するように、デ
ータ線Ｄ１～Ｄｍにデータ信号を供給する。データ線Ｄ１～Ｄｍに供給されたデータ信号
は、走査信号によって選択された画素１４０に供給される。
【００２５】
　リセット駆動部１６０は、リセット線Ｒ１～Ｒｎにリセット信号を順次供給する。ここ
で、リセット線Ｒ１～Ｒｎに供給されるリセット信号は、画素１４０が非発光状態に設定
されている期間に供給される。このため、ｉ番目のリセット線Ｒｉに供給されるリセット
信号は、ｉ番目の発光制御線Ｅｉに供給される発光制御信号と重畳する。
【００２６】
　タイミング制御部１５０は、走査駆動部１１０、データ駆動部１２０、及びリセット駆
動部１６０を制御する。
【００２７】
　画素部１３０は、走査線Ｓ１～Ｓｎ及びデータ線Ｄ１～Ｄｍの交差部に位置する画素１
４０を具備する。画素１４０は、第１電源ＥＬＶＤＤ及び第１電源ＥＬＶＤＤより低い電
圧に設定される第２電源ＥＬＶＳＳを受ける。第１電源ＥＬＶＤＤ及び第２電源ＥＬＶＳ
Ｓを受けた画素１４０は、データ信号に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイ
オードを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに流れる電流量を制御しながら、所定輝度の光を生
成する。
【００２８】
　図３は、本発明の第１実施形態による画素を示す回路図である。
【００２９】
　図３に示すように、本発明の第１実施形態による画素１４０は、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１
４２とを備える。
【００３０】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２に接続され、カソード電
極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画素
回路１４２から供給される電流に対応して、所定輝度の光を生成する。
【００３１】
　画素回路１４２は、データ信号に対応する電圧を充電し、充電された電圧に対応して、
有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。また、画素回路１４２は、
リセット線Ｒｎにリセット信号が供給されたとき、駆動トランジスタＭ２にバイアス電圧
を印加して駆動トランジスタＭ２の特性を一定に保持する。このため、画素回路１４２は
、４つのトランジスタＭ１～Ｍ４と、ストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００３２】
　第１トランジスタＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第２トランジ
スタＭ２のゲート電極に接続される。また、第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線
Ｓｎに接続される。このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号が供給さ
れたときターンオンされ、データ線Ｄｍと第２トランジスタＭ２のゲート電極とを電気的
に接続する。
【００３３】
　第２トランジスタＭ２（駆動トランジスタ）の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続さ
れ、第２電極は第４トランジスタＭ４の第１電極に接続される。また、第２トランジスタ
Ｍ２のゲート電極は第１トランジスタＭ１の第２電極に接続される。このような第２トラ
ンジスタＭ２は、自身のゲート電極に印加された電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤか
ら有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２電源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御
する。
【００３４】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第２トランジスタＭ２のゲート電極に接続され、第
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２電極はバイアス電源Ｖｂｉａｓに接続される。また、第３トランジスタＭ３のゲート電
極はリセット線Ｒｎに接続される。このような第３トランジスタＭ３は、リセット線Ｒｎ
にリセット信号が供給されたときターンオンされ、第２トランジスタＭ２のゲート電極に
バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧を供給する。ここで、バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧は、
第２トランジスタＭ２にオンバイアス（ｏｎ　ｂｉａｓ）またはオフバイアス（ｏｆｆ　
ｂｉａｓ）の電圧が印加されるように設定される。これに関する詳細な説明は後述する。
【００３５】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。また、第４トランジス
タＭ４のゲート電極は発光制御線Ｅｎに接続される。このような第４トランジスタＭ４は
、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されたときターンオフされ、それ以外の場合にタ
ーンオンされる。
【００３６】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第２トランジスタＭ２のゲート電極と第１電源ＥＬＶ
ＤＤとの間に接続される。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応
して、所定の電圧を充電する。
【００３７】
　図４は、図３における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【００３８】
　図４に示すように、まず、走査線Ｓｎに走査信号が供給され、発光制御線Ｅｎに発光制
御信号が供給される。
【００３９】
　走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタＭ１がターンオンされる。第
１トランジスタＭ１がターンオンされると、データ線Ｄｍからのデータ信号が第２トラン
ジスタＭ２のゲート電極に供給される。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、デー
タ信号に対応する電圧を充電する。
【００４０】
　発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４がターンオフさ
れる。第４トランジスタＭ４がターンオフされると、有機発光ダイオードＯＬＥＤと第２
トランジスタＭ２との電気的接続が遮断される。したがって、ストレージキャパシタＣｓ
ｔにデータ信号が充電される期間には、有機発光ダイオードＯＬＥＤで不要な光は生成さ
れない。
【００４１】
　次に、発光制御線Ｅｎに発光制御信号の供給が中断され、第４トランジスタＭ４がター
ンオンされる。第４トランジスタＭ４がターンオンされると、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄと第２トランジスタＭ２とが電気的に接続される。このとき、第２トランジスタＭ２は
、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応して、有機発光ダイオードＯＬＥ
Ｄに所定の電流を供給し、これにより、有機発光ダイオードＯＬＥＤは発光状態に設定さ
れる。
【００４２】
　画素１４０が所定期間発光状態に設定された後、発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給
され、画素１４０が非発光状態に設定される。また、画素１４０が非発光状態に設定され
た後、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給される。
【００４３】
　リセット線Ｒｎにリセット信号が供給されると、第２トランジスタＭ２のゲート電極に
バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が供給され、これにより、第２トランジスタＭ２は、オン
バイアスまたはオフバイアスの状態に設定される。
【００４４】
　例えば、バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧から第２トラン
ジスタＭ２の閾値電圧を減じた電圧より低い電圧に設定された場合、第２トランジスタＭ
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２にはオンバイアス電圧が印加される。第２トランジスタＭ２にオンバイアス電圧が印加
された場合、第２トランジスタＭ２の特性曲線（または閾値電圧）が一定の状態に初期化
される。つまり、画素１４０の各々に備えられた第２トランジスタＭ２は、特定の階調、
例えば、ホワイト階調を表現した状態に初期化される。この場合、次のフレームでブラッ
クまたはそれ以外の階調を実現するとき、すべての画素１４０では同じ輝度の光が生成さ
れ、これにより、均一な輝度の映像を表示することができる。特に、動画などを表示する
とき、輝度の光学的な応答特性が向上し、動きぼけ及びゴースト像の現象を最小化するこ
とができる。
【００４５】
　一方、本願発明において、オンバイアスを印加する場合、バイアス電源Ｖｂｉａｓの電
圧は、データ信号より低い電圧に設定可能である。この場合、すべての画素１４０がホワ
イトを表現した状態に初期化されるため、駆動の安定性を確保することができる。
【００４６】
　さらに、バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が、第１電源ＥＬＶＤＤの電圧から第２トラン
ジスタＭ２の閾値電圧を減じた電圧と等しいかそれより高い電圧に設定された場合、第２
トランジスタＭ２にはオフバイアス電圧が印加される。第２トランジスタＭ２にオフバイ
アス電圧が印加された場合、第２トランジスタＭ２の特性曲線（または閾値電圧）が一定
の状態に初期化される。つまり、画素１４０の各々に備えられた第２トランジスタＭ２は
、ブラックの階調を表現した状態に初期化される。この場合、次のフレームでホワイトの
階調を実現するとき、すべての画素１４０では同じ輝度の光が生成され、これにより、均
一な輝度の映像を表示することができる。
【００４７】
　一方、本願発明において、リセット線Ｒｎに供給されるリセット信号は、第２トランジ
スタＭ２に５６０μｓ以上の時間オンまたはオフバイアス電圧が印加されるように設定さ
れる。つまり、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給される時点から走査線Ｓｎに走査信
号が供給される時点との間の期間Ｔ１は、少なくとも５６０μｓ以上に設定される。
【００４８】
　図５は、リセット信号の供給時点に対応した輝度を示す図である。図５のグラフは、オ
ンバイアス電圧が印加されるようにバイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が設定された後測定し
たものである。
【００４９】
　図５に示すように、５６０μｓ未満の時間、第２トランジスタＭ２にバイアス電圧が印
加された場合、ブラック階調の表現時間に対応して、フレーム間の輝度が不均一に設定さ
れる。すなわち、ブラック階調を２フレーム以上表現した後ホワイト階調を表現する場合
と、ブラック階調を１フレーム表現した後ホワイト階調を表現する場合とで、輝度が互い
に異なるように設定される。しかし、５６０μｓ以上の時間、第２トランジスタＭ２にバ
イアス電圧を印加した場合、ブラック階調の表現時間に関係なく輝度が均一に設定される
。したがって、本願発明では、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給された時点から少な
くとも５６０μｓの時間後に走査線Ｓｎに走査信号が供給されるように設定される。
【００５０】
　さらに、本願発明において、リセット信号の幅は多様に設定可能である。実質的に、リ
セット信号が供給され、第３トランジスタＭ３がターンオンされている期間に第２トラン
ジスタＭ２のゲート電極に供給されるバイアス電源Ｖｂｉａｓは、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔに格納され、これにより、第３トランジスタＭ３がターンオフされても、第２トラ
ンジスタＭ２にバイアス電圧を持続的に印加することができる。ただし、本願発明では、
安定性のために、リセット信号の幅を走査信号と等しいかそれより広く設定することがで
きる。
【００５１】
　一方、上述した説明より分かるように、本願発明において、画素１４０の構造は、第３
トランジスタＭ３を含む多様な形態で実現可能である。
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【００５２】
　図６は、本発明の第２実施形態による画素を示す図である。
【００５３】
　図６に示すように、本発明の第２実施形態による画素１４０は、有機発光ダイオードＯ
ＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路１
４２’とを備える。
【００５４】
　有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極は画素回路１４２’に接続され、カソード
電極は第２電源ＥＬＶＳＳに接続される。このような有機発光ダイオードＯＬＥＤは、画
素回路１４２’から供給される電流に対応して、所定輝度の光を生成する。
【００５５】
　画素回路１４２’は、データ信号に対応する電圧を充電し、充電された電圧に対応して
、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御する。また、画素回路１４２’
は、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給されたとき、駆動トランジスタＭ２にバイアス
電圧を印加し、駆動トランジスタＭ２の特性を一定に保持する。このため、画素回路１４
２’は、６つのトランジスタＭ１～Ｍ６と、ストレージキャパシタＣｓｔとを備える。
【００５６】
　第１トランジスタＭ１の第１電極はデータ線Ｄｍに接続され、第２電極は第１ノードＮ
１に接続される。また、第１トランジスタＭ１のゲート電極は走査線Ｓｎに接続される。
このような第１トランジスタＭ１は、走査線Ｓｎに走査信号が供給されたときターンオン
され、データ線Ｄｍと第１ノードＮ１とを電気的に接続する。
【００５７】
　第２トランジスタＭ２の第１電極は第１ノードＮ１に接続され、第２電極は第４トラン
ジスタＭ４の第１電極に接続される。また、第２トランジスタＭ２のゲート電極は第２ノ
ードＮ２に接続される。このような第２トランジスタＭ２は、第２ノードＮ２に印加され
た電圧に対応して、第１電源ＥＬＶＤＤから有機発光ダイオードＯＬＥＤを経由して第２
電源ＥＬＶＳＳに供給される電流量を制御する。
【００５８】
　第３トランジスタＭ３の第１電極は第２ノードＮ２に接続され、第２電極はバイアス電
源Ｖｂｉａｓに接続される。また、第３トランジスタＭ３のゲート電極はリセット線Ｒｎ
に接続される。このような第３トランジスタＭ３は、リセット線Ｒｎにリセット信号が供
給されたときターンオンされ、第２トランジスタＭ２のゲート電極にバイアス電源Ｖｂｉ
ａｓの電圧を供給する。ここで、バイアス電源Ｖｂｉａｓは、データ信号より低い電圧に
設定される。この場合、第３トランジスタＭ３に供給されるバイアス電源Ｖｂｉａｓは、
第２ノードＮ２の電圧を初期化するとともに、第２トランジスタＭ２にオンバイアス電圧
を印加する。
【００５９】
　第４トランジスタＭ４の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は有機発光ダイオードＯＬＥＤのアノード電極に接続される。また、第４トランジス
タＭ４のゲート電極は第ｎ発光制御線Ｅｎに接続される。このような第４トランジスタＭ
４は、第ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されたときターンオフされ、それ以外の
場合にターンオンされる。
【００６０】
　第５トランジスタＭ５の第１電極は第２トランジスタＭ２の第２電極に接続され、第２
電極は第２ノードＮ２に接続される。また、第５トランジスタＭ５のゲート電極は走査線
Ｓｎに接続される。このような第５トランジスタＭ５は、走査線Ｓｎに走査信号が供給さ
れたときターンオンされ、第２トランジスタＭ２をダイオード形態で接続させる。
【００６１】
　第６トランジスタＭ６の第１電極は第１電源ＥＬＶＤＤに接続され、第２電極は第１ノ
ードＮ１に接続される。また、第６トランジスタＭ６のゲート電極は第ｎ＋１発光制御線
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Ｅｎ＋１に接続される。このような第６トランジスタＭ６は、第ｎ＋１発光制御線Ｅｎ＋
１に発光制御信号が供給されたときターンオフされ、それ以外の場合にターンオンされる
。
【００６２】
　ストレージキャパシタＣｓｔは、第２ノードＮ２と第１電源ＥＬＶＤＤとの間に接続さ
れる。このようなストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号に対応して、所定の電圧を
充電する。
【００６３】
　図７は、図６における画素の駆動方法を示すタイミングチャートである。
【００６４】
　図７に示すように、まず、走査線Ｓｎに走査信号が供給され、第ｎ発光制御線Ｅｎに発
光制御信号が供給される。走査線Ｓｎに走査信号が供給されると、第１トランジスタＭ１
及び第５トランジスタＭ５がターンオンされる。第１トランジスタＭ１がターンオンされ
ると、データ線Ｄｍからのデータ信号が第１ノードＮ１に供給される。
【００６５】
　第５トランジスタＭ５がターンオンされると、第２トランジスタＭ２がダイオード形態
で接続される。このとき、第２ノードＮ２の電圧がバイアス電源Ｖｂｉａｓに設定される
ため、第２トランジスタＭ２がターンオンされる。第２トランジスタＭ２がターンオンさ
れると、データ信号から第２トランジスタＭ２の閾値電圧を減じた電圧が第２ノードＮ２
に印加される。このとき、ストレージキャパシタＣｓｔは、データ信号及び第２トランジ
スタＭ２の閾値電圧に対応する電圧を充電する。
【００６６】
　第ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が供給されると、第４トランジスタＭ４がターンオ
フされる。第４トランジスタＭ４がターンオフされると、有機発光ダイオードＯＬＥＤと
第２トランジスタＭ２との電気的接続が遮断される。したがって、ストレージキャパシタ
Ｃｓｔにデータ信号が充電される期間には、有機発光ダイオードＯＬＥＤで不要な光は生
成されない。
【００６７】
　次に、第ｎ発光制御線Ｅｎ及び第ｎ＋１発光制御線Ｅｎ＋１に発光制御信号の供給が順
次中断され、第４トランジスタＭ４及び第６トランジスタＭ６がターンオンされる。第４
トランジスタＭ４及び第６トランジスタＭ６がターンオンされると、第１電源ＥＬＶＤＤ
と第２トランジスタＭ２と有機発光ダイオードＯＬＥＤとが電気的に接続される。このと
き、第２トランジスタＭ２は、ストレージキャパシタＣｓｔに充電された電圧に対応して
、有機発光ダイオードＯＬＥＤに所定の電流を供給し、これにより、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤは発光状態に設定される。
【００６８】
　画素１４０が所定期間発光状態に設定された後、第ｎ発光制御線Ｅｎに発光制御信号が
供給され、第４トランジスタＭ４がターンオフされる。また、第ｎ＋１発光制御線Ｅｎに
発光制御信号が供給され、第６トランジスタＭ６がターンオフされる。
【００６９】
　次に、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給され、第３トランジスタＭ３がターンオン
される。第３トランジスタＭ３がターンオンされると、第２ノードＮ２にバイアス電源Ｖ
ｂｉａｓの電圧が供給される。このとき、第２トランジスタＭ２はオンバイアス電圧を受
ける。
【００７０】
　一方、本願発明では、第６トランジスタＭ６は、第４トランジスタＭ４がターンオフさ
れた後にターンオフ状態に設定される。この場合、第１ノードＮ１の電圧は、寄生キャパ
シタ（第２トランジスタＭ２、第１トランジスタＭ１、及び第６トランジスタＭ６の寄生
キャパシタ）により第１電源ＥＬＶＤＤの電圧を保持し、これにより、第２トランジスタ
Ｍ２は、安定的に順方向バイアス電圧を受けることができる。
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【００７１】
　第２トランジスタＭ２にオンバイアス電圧が供給されると、第２トランジスタＭ２の特
性曲線（または閾値電圧）が一定の状態に初期化され、これにより、均一な輝度の映像を
表示することができる。その他、リセット信号の幅及び供給時点は、上述した図３及び図
４と同一であるので、詳細な説明は省略する。
【００７２】
　一方、図６の説明において、第６トランジスタＭ６が第ｎ＋１発光制御線Ｅｎに接続さ
れるものとして示されているが、本願発明はこれに限定されない。すなわち、第６トラン
ジスタＭ６は、第１トランジスタＭ１と交互にターンオンされるように、多様な形態の駆
動波形が供給可能である。
【００７３】
　例えば、第６トランジスタＭ６は、図８のように、反転走査線／Ｓｎに接続できる。こ
こで、反転走査線／Ｓｎは反転走査信号を受信し、図９に示すように、ｉ番目の反転走査
線／Ｓｉに供給される反転走査信号は、ｉ番目の走査線Ｓｉに供給される走査信号と重畳
するように供給される。
【００７４】
　第ｎ反転走査線／Ｓｎに反転走査信号が供給されたとき、第６トランジスタＭ６はター
ンオフされ、それ以外はターンオンされる。すなわち、第６トランジスタＭ６は、第１ノ
ードＮ１にデータ信号が供給されたときにターンオフ状態に設定され、それ以外はターン
オン状態に設定される。第６トランジスタＭ６がターンオン状態に設定されると、第２ノ
ードＮ２にバイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が供給される期間には、第２トランジスタＭ２
に安定的にオンバイアス電圧を印加することができる。それ以外の動作過程は、図６と同
一であるので、詳細な説明は省略する。
【００７５】
　図１０は、本発明の第４実施形態による画素を示す図である。図１０の説明において、
図６と同じ構成については、同じ図面符号を付するとともに、詳細な説明は省略する。
【００７６】
　図１０に示すように、本発明の第３実施形態による画素１４０は、有機発光ダイオード
ＯＬＥＤと、有機発光ダイオードＯＬＥＤに供給される電流量を制御するための画素回路
１４２’’とを備える。
【００７７】
　画素回路１４２’’は、第２ノードＮ２とバイアス電源Ｖｂｉａｓとの間に接続される
第３トランジスタＭ３と、第２ノードＮ２と第２バイアス電源Ｖｂｉａｓ２との間に接続
される第７トランジスタＭ７とを備える。
【００７８】
　第７トランジスタＭ７は、第ｎ－１走査線Ｓｎ－１に走査信号が供給されたときターン
オンされ、第２バイアス電源Ｖｂｉａｓ２の電圧を第２ノードＮ２に供給する。ここで、
第２バイアス電源Ｖｂｉａｓ２は、データ信号の電圧より低い電圧に設定される。すなわ
ち、第７トランジスタＭ７がターンオンされた場合、第２ノードＮ２は、データ信号より
低い電圧に初期化される。
【００７９】
　第３トランジスタＭ３は、リセット線Ｒｎにリセット信号が供給されたときターンオン
され、第２ノードＮ２にバイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧を供給する。ここで、バイアス電
源Ｖｂｉａｓの電圧は、第２トランジスタＭ２にオフバイアスが印加されるように設定さ
れる。すなわち、図１０に示す画素１４０は、第２トランジスタＭ２にオフバイアスを印
加するため、バイアス電源Ｖｂｉａｓの電圧が設定され、第２ノードＮ２を初期化するた
めの第２バイアス電源Ｖｂｉａｓが追加で供給される点が異なるだけであって、それ以外
の構成及び駆動方法は、図６に示す画素と同様に設定される。このため、詳細な説明は省
略する。
【符号の説明】
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【００８０】
　　１１０：走査駆動部、
　　１２０：データ駆動部、
　　１３０：画素部、
　　１４０：画素、
　　１４２、１４２’、１４２’’：画素回路、
　　１５０：タイミング制御部、
　　１６０：リセット駆動部、
　　Ｃｓｔ：ストレージキャパシタ、
　　ＥＬＶＤＤ：第１電源、
　　ＥＬＶＳＳ：第２電源、
　　Ｍ１～Ｍ７：トランジスタ、
　　Ｎ１、Ｎ２：ノード、
　　ＯＬＥＤ：有機発光ダイオード、
　　Ｖｂｉａｓ、Ｖｂｉａｓ２：バイアス電源。

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図５】
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【図７】
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【図９】
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摘要(译)

本发明的一个目的是显示具有均匀亮度的图像。 有机发光二极管
（OLED），控制经由有机发光二极管（OLED）从第一电源（ELVDD）
流到第二电源（ELVSS）的电流量的第二晶体管（M2），第二晶体管
（M2）的栅电极和偏置电源并且，当复位信号被提供给复位线Rn时，第
三晶体管M3导通，并且第三晶体管M3在第二晶体管M2的栅极电极处具
有560μs的偏置电源Vbias的电压。开启时间设定为应用于上述时间。 [选
中图]图3
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